
19世紀ボヘミアのウランガラス
　鉱物としてのウランは1789年にドイツとチェコの国境付近で発見され、始めからガラスの着色に使われまし
た。ウランガラスの生産が本格化するのは1830年代のボヘミアです。北ボヘミアのリーデル家の工房では、こ
のころウランを用いた緑色と黄色の発色に成功し、一族の女性の名をとってそれぞれ「アンナの緑」「アンナの
黄」と名付けました。
　1840年以降、ウランガラスはボヘミアの主要なガラス工房で、ビーダーマイヤーと呼ばれる当時のオーストリ
ア＝ハンガリー帝国内で流行していた装飾様式で盛んに生産されました。当館の1階常設展示室にある銀の蓋
付の「ミルクピッチャー」はその頃のもので、蓋の裏側に1840年の年号が刻印されています。1850年代には
セレンを添加した赤や茶色の発色が行われ、また、硫黄やカドミウムを加えたオレンジや琥珀色の発色も可能
になりました。1860代から90年代にかけて、ボヘミアでのウランガラスの生産がさらに増加します。種類も食
器類や酒器類、花瓶、香水瓶、化粧セット、皿、燭台、砂糖壷など多岐にわたっています。その要因として、型押し
ガラスによる量産の技術が普及したこと、ウランの採掘地に着色剤の工場が建設されウランが安く入手できる
ようになったこと、そして、木材をガス化して加熱する近代的なジーメンスの蓄熱式の溶解炉が開発され、きれ
いなガラス素地が大量に供給できるようになったことが挙げられます。


